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福祉切り捨て、開発優先からの脱却を
新しい政治の流れに逆行する橋下「改革」

　

協
会
は
11
月
12
日
、
府
民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
施
策
の
充
実
や
歯
科
医
療
提
供
体
制

の
改
善
な
ど
を
求
め
て
大
阪
府
と
交
渉
す
る
。
橋
下
府
政
の
情
勢
に
つ
い
て
政
策
部
が
解

説
す
る
。府

民
施
策
削
っ
て
借
金
増

府
民
施
策
削
っ
て
借
金
増

財
政
再
建
は
暮
ら
し
守
っ
て
こ
そ

　

国
政
で
は
、
貧
困
と
格
差

を
深
刻
化
さ
せ
、
医
療
・
歯

科
医
療
危
機
を
招
い
た
自
公

政
権
に
よ
る
「
構
造
改
革
」

に
対
し
、
国
民
自
ら
が
総
選

挙
で
ノ
ー
の
審
判
を
下
し

た
。
政
権
交
代
が
実
現
し
、

こ
れ
ま
で
の
歳
出
削
減
路
線

か
ら
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
財
政

出
動
す
る
路
線
へ
、
大
き
く

舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
の
橋
下
知
事
は
新

し
い
政
治
の
流
れ
に
逆
行
す

る
よ
う
に
、
い
ま
だ
に
財
政

危
機
を
あ
お
り
、「
構
造
改

革
」
路
線
を
ひ
た
走
っ
て
い

る
。
変
化
を
求
め
る
府
民
の

願
い
を
受
け
て
当
選
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
府
民
施
策

「
構
造
改
革
」路
線

を
推
進

を
軒
並
み
削
減
し
、
何
百

億
、
何
千
億
円
規
模
の
大
型

開
発
は
推
進
す
る
と
い
う
そ

の
政
治
手
法
は
、
借
金
を
積

み
重
ね
て
き
た
従
来
の
府
政

運
営
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

民
生
費
削
り

開
発
費
に
投
入

　

橋
下
知
事
は
、「
大
阪
府

は
破
産
状
態
」
と
決
め
付

け
、
２
０
０
８
年
度
〜
10
年

度
の
３
年
間
で
３
３
１
９
億

円
以
上
の
財
政
「
改
革
」
を

断
行
す
る
と
し
て
い
る
。
橋

下
府
政
の
元
で
削
ら
れ
た
府

民
施
策
の
総
額
は
、
２
年
間

で
５
５
８
億
円
に
及
ぶ
。

　

府
民
向
け
の
施
策
を
大
幅

に
削
る
一
方
で
、
橋
下
知
事

は
「
収
入
の
範
囲
内
で
予
算

を
組
む
」
と
い
う
宣
言
に
反

し
、
府
債
を
増
発
。
府
債
残

高
は
橋
下
府
政
下
で
６
２
１

億
円
増
え
て
い
る
（
図

１
）。
橋
下
「
改
革
」
は
、

府
民
施
策
を
削
っ
て
財
源
を

捻
出
し
、
借
金
を
増
や
し
て

大
型
開
発
に
投
入
す
る
（
図

２
）
と
い
う
ご
ま
か
し
の

「
財
政
再
建
」
だ
。

府
民
生
活
の

改
善
を

　

「
１
０
０
年
に
一
度
」
と

言
わ
れ
る
経
済
危
機
の
中
、

世
界
の
流
れ
は
財
政
出
動
で

内
需
を
喚
起
し
、
経
済
基
盤

を
外
需
主
導
か
ら
転
換
さ
せ

る
方
向
だ
。
社
会
保
障
分
野

の
雇
用
誘
発
効
果
は
他
分
野

に
比
べ
て
突
出
し
て
高
く
、

社
会
保
障
の
充
実
が
内
需
を

拡
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。

09年大阪府交渉09年大阪府交渉
歯科医療現場の
実態を訴えよう
【日時】11月12日（木）
　　　　午前10時～正午
【場所】大阪府庁

※ 参加を希望される先生
は、事前に協会事務局
までご連絡ください
　℡06‒6658‒7731

　

府
民
の
生
活
改
善
な
く
し

て
、
府
財
政
の
立
て
直
し
は

あ
り
得
な
い
。「
構
造
改

革
」
路
線
の
行
き
詰
ま
り
が

明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
府
政

の
抜
本
的
な
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
協
会
は
、
府
民

施
策
切
り
捨
て
の
「
構
造
改

革
」
路
線
か
ら
、
府
民
生
活

を
足
元
か
ら
支
え
る
福
祉
重

視
の
府
政
運
営
へ
の
転
換
を

求
め
て
交
渉
す
る
。
特
に
緊

急
的
な
措
置
と
し
て
、
４
医

療
費
助
成
制
度
の
窓
口
負
担

廃
止
や
全
国
最
低
水
準
の
子

ど
も
医
療
費
助
成
（
図
３
）

の
就
学
前
ま
で
の
拡
充
を
求

め
る
。

橋
下「
改
革
」に
議
会
が
待
っ
た

橋
下「
改
革
」に
議
会
が
待
っ
た

府
民
運
動
が
成
果
勝
ち
取
る

　

府
民
に
は
冷
た
く
、
財
界

に
は
甘
い
橋
下
「
改
革
」
を

象
徴
的
に
表
し
た
の
が
今
年

の
２
月
府
議
会
だ
っ
た
。
知

事
は
財
政
難
を
口
実
に
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
を
就
学
前

ま
で
に
拡
充
す
る
と
い
う
公

約
を
棚
上
げ
に
し
、
府
独
自

の
４
医
療
費
助
成
制
度
の
改

悪
案
を
提
出
。
府
民
の
命
を

守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

に
手
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
府
庁
舎
の

耐
震
改
修
と
い
う
議
会
決
定

事
項
を
覆
し
、「
関
西
再
生

の
起
爆
剤
」
な
ど
と
称
し
て

Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の
府
庁
舎
移
転
案

を
打
ち
出
し
た
。
橋
下
知
事

が
「
皆
さ
ん
に
我
慢
し
て
も

ら
っ
て
、
今
年
か
き
集
め
た

１
０
０
億
円
単
位
の
金
を
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
拠
点
に

ぶ
ち
込
ま
せ
て
も
ら
い
た

い
」（
09
年
１
月
24
日
）
と

語
る
よ
う
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転

の
狙
い
は
、
関
西
財
界
の
意

向
に
沿
っ
て
大
阪
湾
ベ
イ
エ

リ
ア
開
発
の
復
活
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ベ

イ
エ
リ
ア
に
重
点
投
資
す
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
橋
下
知
事
は
関
西
州
の

医
療
費
助
成

府
民
が
守
る

導
入
を
掲
げ
た
。

デ
タ
ラ
メ
な

Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転

　

人
気
を
背
景
に
「
改
革
」

を
推
進
し
て
き
た
橋
下
知
事

だ
が
、
２
月
議
会
で
は
求
心

力
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
４
医
療
費
助

成
の
改
悪
案
に
は
、
大
規
模

な
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
協

会
な
ど
が
実
施
し
た
署
名
は

１
０
０
万
を
超
え
、
知
事
は

改
悪
案
を
取
り
下
げ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
案
は
、
災
害

時
に
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
陸
の
孤
島
に

な
る
こ
と
を
議
会
が
問
題

視
。「
移
転
し
た
方
が
安

い
」
と
し
た
知
事
側
の
試
算

は
、
現
庁
舎
の
費
用
を
不
当

に
高
く
し
て
い
た
こ
と
や
、

将
来
的
な
Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
改
修
費

が
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
デ
タ
ラ
メ
な
も
の
だ
っ

た
こ
と
が
議
会
論
戦
で
明
ら

か
に
な
り
、
大
差
で
否
決
と

な
っ
た
。
府
民
の
声
と
運
動

が
大
き
な
成
果
を
勝
ち
取
っ

た
。
府
民
は
運
動
を
通
じ
て

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
強

め
つ
つ
あ
り
、
府
政
に
厳
し

い
目
を
向
け
始
め
て
い
る
。

　

府
民
の
審
判
を
受
け
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
橋
下
知
事
は

９
月
議
会
に
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入
費

用
85
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
補

正
予
算
と
移
転
条
例
案
を
再

提
出
し
た
。
橋
下
知
事
は
再

否
決
さ
れ
た
場
合
の
出
直
し

選
挙
を
示
唆
す
る
な
ど
、
強

硬
手
段
に
出
て
い
る
。

指
導
強
化
に

改
善
求
め
る

　

協
会
は
大
阪
府
と
の
交
渉

を
重
ね
、
行
政
手
続
法
に
基

づ
く
懇
切
・
丁
寧
な
指
導
を

励
行
さ
せ
、
２
０
０
１
年
か

ら
は
指
導
時
の
録
音
と
弁
護

士
の
帯
同
を
勝
ち
取
っ
て
き

た
。昨
年
の
交
渉
で
は
、新
規

個
別
指
導
で
大
幅
に
増
え
た

持
参
物
を
台
車
で
持
ち
込
み
、

府
の
担
当
者
の
前
に
突
き
つ

け
、
改
善
を
強
く
求
め
た
。

　

近
畿
厚
生
局
が
指
導
・
監

査
事
務
を
担
当
す
る
よ
う
に

な
り
、
集
団
的
個
別
指
導
が

従
来
の
２
倍
の
４
３
０
件
に

増
や
し
、
個
別
指
導
は
10
倍

以
上
実
施
す
る
方
針
を
出
し

た
。
実
施
通
知
に
「
今
回
の

指
導
を
正
当
な
理
由
な
く
欠

席
さ
れ
た
場
合
は
個
別
指
導

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
」
と
の
脅
し
文
言
が
入

れ
ら
れ
、
任
意
の
行
政
指
導

の
域
を
超
え
る
も
の
も
出
て

き
て
い
る
。
協
会
は
、
指
導

・
監
査
体
制
の
不
当
な
強
化

に
対
し
、
指
導
大
綱
に
基
づ

く
懇
切
・
丁
寧
な
指
導
の
徹

底
を
求
め
て
交
渉
す
る
。

「
無
保
険
」救
済
は
協
会
が
契
機

「
無
保
険
」救
済
は
協
会
が
契
機

交
渉
が
現
実
動
か
す
力
に

　

大
阪
府
の
国
民
健
康
保
険

料
の
滞
納
世
帯
は
44
万
５
９

１
６
世
帯
（
図
４
）
で
、
国

保
の
４
世
帯
に
１
世
帯
以
上

が
滞
納
し
て
い
る
と
い
う
厳

し
い
現
実
が
見
え
る
。

　

昨
年
、
社
会
問
題
化
し
た

子
ど
も
の
「
無
保
険
」
は
、

受
療
権
奪
う

資
格
書
発
行

協
会
が
大
阪
府
交
渉
で
取
り

上
げ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。
４
月
に
は
、
改
正
国

保
法
が
施
行
さ
れ
、
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
に
国
保
証
を

交
付
す
る
道
筋
が
つ
い
た
。

　

協
会
は
さ
ら
に
、
国
保
証

の
窓
口
留
め
置
き
や
、
国
民

の
受
療
権
を
奪
う
資
格
書
そ

の
も
の
を
発
行
し
な
い
よ
う

交
渉
す
る
。
ま
た
、
緊
急
的

に
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
18

歳
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
す

べ
て
の
世
帯
に
保
険
証
を
交

付
す
る
こ
と
と
、
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
者
を
資

格
書
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

こ
と
を
求
め
て
交
渉
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
で
も
最
高
水

準
の
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
軽

減
す
る
よ
う
府
の
財
政
措
置

を
求
め
て
い
く
。
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図１

箕面森町
1149億円

彩都関連
292億円

新名神ⅠＣ整備
436億円

阪神高速道路
560億円

安威川ダム
1204億円

槇尾川ダム
110億円

りんくうタウン
2998億円

ゲートタワービル
223億円

泉佐野コスモポリス
201億円

関空二期事業
1136億円

シャープ 150億円
大日本印刷 52億円
凸版印刷 51億円
コーニングジャパン 50億円

大型開発・大企業につぎ込む府民の税金

大阪府ホームページ各種資料より作成
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こどもの医療費助成制度の対象年齢（通院）
（歳未満） 2009年10月１日時点

乳幼児医療全国ネット資料より作成

就学前ライン

※グラフには今後引き上げが決まっているものも反映

助成水準が
極めて低い自治体

助成水準が
やや低い自治体

助成水準が高い、
または一般的な自治体

図３

全国と大阪府の国保保険料滞納世帯の伸び

127.0127.0

129.8129.8 128.2128.2

210.0210.0

221.1221.1

124.6124.6

122.8122.8
111.2111.2

105.3105.3
100.0100.0 122.4122.4

203.8203.8205.3205.3
192.3192.3

183.7183.7

167.8167.8

213.7213.7

100

120

140

160

180

200

220

240

2000

厚生労働省資料より作成※2008年は75歳以上が後期高齢者医療制度への移行のため減少

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
（年）

全国
大阪 2000年＝100

図４

2009年2009年

大阪府交渉大阪府交渉
のポイン

ト
のポイン

ト


